
2012年6月28日［木］14:30～17:00
場所：田町交通ビル5階（東京都港区芝浦3-2-22）

ユニバーサル就労の
 社会化を目指して
ユニバーサル就労の
 社会化を目指して

ユニバーサル就労シンポジウム第2弾ユニバーサル就労シンポジウム第2弾

主 催  一般社団法人 ユニバーサル志縁社会創造センター

田町交通ビル5階（東京都港区芝浦3-2-22）
●JR山手線・京浜東北線「田町駅」（東口／芝浦口）から徒歩5分
●都営地下鉄三田線「三田駅」から徒歩7分

1000円
4000円（懇親会17:15～19:15）

ユニバ
ーサル

就労っ
て？

〈裏面
ご参照

〉 誰にとっても「はたらきやすく、はたらきがいのある」
職場環境づくり
誰にとっても「はたらきやすく、はたらきがいのある」
職場環境づくり

会 場

参加費（資料代）

懇親会参加費

参加申込方法

プログラムプログラム

裏面の参加申込書にシンポジウム・懇親
会参加等必要事項をご記入の上、送信願
います。

14:30～14:35 開会挨拶 古賀　伸明（ユニバーサル志縁社会創造センター 代表理事）
14:35～15:00 ガイダンス「ユニバーサル就労とは」
 　　平田　智子（ユニバーサル志縁社会創造センター“ユニバーサル就労”ディレクター）
15:00～15:10 休　憩
15:10～16:50 パネルディスカッション
 【パネリスト】浦野　正男さん（全国社会福祉施設経営者協議会 常任協議員・措置施設経営委員会委員長）
  桑山　和子さん（NPO法人ぬくもり福祉会 たんぽぽ 会長）
  山際　　淳さん（日本生活協同組合連合会組織推進本部 福祉事業推進部部長）
  山崎　史郎さん（厚生労働省 社会・援護局局長）
  山本　幸司さん（日本労働文化財団 専務理事）
 【コーディネーター】池田　　徹（ユニバーサル志縁社会創造センター 代表理事）
16:50～17:00 閉会挨拶 加藤　登紀子（ユニバーサル志縁社会創造センター 会長）

会場地図

〒105-0014　東京都港区芝2-8-18 HSビル2階
TEL: 03-3456-1610　FAX: 03-6808-3788　E-mail: info@u-shien.jp



ユニバーサル志縁社会創造センターの役割＆事業内容
法人形態に関わらず社会的課題の解決のために、業種を超えて
市民社会形成に向けてゆるやかにつながるネットワーク組織です

Not for Profit 誰ひとりとして孤立しない・させない地域社会づくり

（上記参照）

高齢者、障がい者、都市住民など、さまざまな人による
農業の再生、環境活動の推進

地域の現場に根差した政策づくりや具体的参加の促進

被災地・避難先等のNPO活動支援、被災者支援

障害者手帳の有無に関わらず、障がいがあったり、生活困窮状態にあるなど、さまざまな
理由ではたらきづらい状態にある人を迎え入れ、共にはたらくことを目指しています。

ユニバーサル就労って？ユニバーサル就労って？ユニバーサル就労って？
・・・・

・・・・

対象

現在の雇用形態にはなじみづらい人であっても、たとえば、短時間や週１回からなど、
個性や事情に合わせた　　　　　　　　　　をつくり出していきます。形態 多様なはたらき方

雇用が可能な人 コミューター

いま、この時を生きている者同士が共に居合わせることを楽しむことができる暮らし、誰もが自分のもっ
ている力を発揮しながら、そこに社会を紡ぎだしていく喜び。ひとつの糸口・一歩・一段を大切に持続させ、
その歩みをいくつもつなげていく。参加する一人ひとりと丁寧に向き合い、それぞれが担っている活動を
大きな花束に紡いでいく活動…。
当センターは、NPO法人、協同組合をはじめとする社会的経済セクターを拡大し、国などへの制度提案を
行うと共に、地域組織活動を支援し、血縁・地縁を超えて
『志をつなぎ、命や尊厳を大切にした“志縁社会”』の創造を目指します。

参加申込書 以下にご記入の上、切り取らずにファックスで 03（6808）3788 へお送りください。
☆ご出席にあたって配慮の必要な方はご相談ください

※□に　印をご記入ください　　　□ シンポジウム参加　　　□ 懇親会参加

お申込み・お問い合わせ先：ユニバーサル志縁社会創造センター
TEL 03（3456）1610　FAX 03（6808）3788　E-mail : info@u-shien.jp

お名前

住　所 〒

T E L

ふりがな

所属団体

E-mail

ふりがな

東日本大震災復興活動支援

ユニバーサルな地域社会

ユ ニ バ ー サ ル 就 労

ユ ニ バ ー サ ル 農 業

社会的企業の主流化促進と
NPO・企業の協働の推進

就労ブランクが長い人など、会社の戦力になるスキルを獲得
するのに相当の時間が必要な場合があります。このような人
は「コミューター」として雇用によらない就労期間を設け、個
別支援計画を作成してスキルアップを図ります。


